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令 和 5 年 度

当初設計

単独事業

新 潟 市 公 共 下 水 道 事 業

汚 水 管 渠 布 設 工 事

数 量 計 算 表

西部地域下水道事務所

味方第4処理分区枝線140下水道工事
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＜管布設延長＞

復旧断面 市道Ｃ断面 市道Ａ断面

使用BH規格 0.2㎥級 0.2㎥級 0.2㎥級 0.2㎥級

管径 150 150 150 150

延　長 206.00 ＋ 8.00 ＝ 214.00 → 214.00 ｍ ｍ

＜土工＞

復旧断面 市道Ｃ断面 市道Ａ断面

使用BH規格 0.2㎥級 0.2㎥級 0.2㎥級 0.2㎥級

管径 150 150 150 150

掘削(機械)　 ＝ 370.6 ＋ 14.5 ＝ 385.1 → 390 m3

基礎　A　　　＝ 21.6 ＋ 0.8 ＝ 22.4 → 20 m3

基礎A(購入土)＝ 24.0 ＋ 0.9 ＝ 24.9 → 20 m3

基礎　B　　　＝ 52.9 ＋ 2.1 ＝ 55.0 → 60 m3

基礎B(購入土)＝ 58.7 ＋ 2.3 ＝ 61.0 → 60 m3

基礎 A+B　　 ＝ 74.5 ＋ 2.9 ＝ 77.4 → 80 m3

基礎 A+B(購入土)＝ 82.7 ＋ 3.2 ＝ 85.9 → 90 m3

埋戻　C　　　＝ 226.0 ＋ 8.5 ＝ 234.5 → 230 m3

埋戻C(購入土)＝ 250.9 ＋ 9.5 ＝ 260.4 → 260 m3

基礎A+B+埋戻C＝ 300.5 ＋ 11.4 ＝ 311.9 → 310 m3

埋戻(購入土)＝ 333.6 ＋ 12.7 ＝ 346.3 → 350 m3

既設舗装     ＝ 10.8 ＋ 1.3 ＝ 12.1 → 10 m3

発生土処理

　(現場→仮置場)　＝ 359.8 ＋ 13.2 ＝ 373.0 → 370 m3

　(仮置場→ﾌﾟﾗﾝﾄ）＝

　(仮置場→処分地)＝ 359.8 ＋ 13.2 ＝ → m3

＝ 373.0 ＋ 15.8 ＋ 4.4 ＝ → m3

(取付管) (試掘)

＜土留工＞ 市道Ｃ断面 市道Ａ断面

ﾌｧｲﾙ№ 0.2㎥級 0.2㎥級 0.2㎥級 0.2㎥級

150 150 150 150

軽量鋼矢板(1.5m)

軽量鋼矢板(2.0m) 206.00 ＋ 8.00 ＝ 214.00 → 214.00 ｍ

軽量鋼矢板(2.5m)

軽量鋼矢板(3.0m)

軽量鋼矢板(3.5m)

軽量鋼矢板(4.0m)

支保工1段 206.00 ＋ 8.00 ＝ 214.00 → 214.00 ｍ

支保工2段

掘削深さ(1.5ｍ) 8.00 ＝ 8.00 → 8.00 ｍ

掘削深さ(2.0ｍ) 198.00 ＋ 8.00 ＝ 206.00 → 206.00 ｍ

掘削深さ(2.5ｍ)

掘削深さ(3.0ｍ)

掘削深さ(3.5ｍ)

掘削深さ(3.8ｍ)

土　工　数　量　集　計　表

393.2 390

373.0 370

(仮置場→処分地 取付管・試掘含む）
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管   渠   布   設   工   土   量   計   算   表
市道Ｃ断面 BH0.2㎥級

  管 渠 番 号 管  径 区間距離 下流側掘削深 上流側掘削深 平均掘削深 掘削幅 掘削土量 矢板種類 矢板長 支保工 掘削深
(ｍｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (m3) (ｍ) (段) (ｍ以下)

140
 NO. 140-6 ～ 140-5 150 30.00 1.64 1.55 1.595 1.05 50.2 軽量鋼矢板 2.0 1 2.0
140
 NO. 140-5 ～ 140-4 150 28.00 1.54 1.69 1.615 1.05 47.5 軽量鋼矢板 2.0 1 2.0
140
 NO. 140-4 ～ 140-3 150 40.00 1.67 1.81 1.740 1.05 73.1 軽量鋼矢板 2.0 1 2.0
140
 NO. 140-3 ～ 140-2 150 100.00 1.80 1.79 1.795 1.05 188.5 軽量鋼矢板 2.0 1 2.0
140
 NO. 140-2 ～ 140-1 150 8.00 1.33 1.36 1.345 1.05 11.3 軽量鋼矢板 2.0 1 1.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計 150 206.00 370.6

平均掘削深＝掘削土量計÷(区間距離計×平均掘削幅)　＝ 1.71 ｍ
平均掘削幅＝区間距離による掘削幅の加重平均　　　　＝ 1.05 ｍ
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埋戻標準断面図 市道Ｃ断面 埋 戻 方 法

投  入  敷  均 締  固 適  用 深(ｍ)
○ 150 ｍｍ 硬質塩化 A ﾊﾞｯｸﾎｰ 人  力 タンパ 購入土 0.100
管布設工 ﾋﾞﾆｰﾙ管 B ﾊﾞｯｸﾎｰ 人  力 タンパ 購入土 0.265

C ﾊﾞｯｸﾎｰ 人  力 タンパ 購入土 1.045
区間距離 206.00 ｍ D    路面復旧工 0.300

計 1.710
平均掘削幅 1.05 ｍ

掘削(機械)＝ 371  m3  ( 370.6 )

平均深 1.71 ｍ 基礎    A ＝ 22  m3  ( 21.6 )
基礎A(購入土)＝ 24  m3  ( 24.0 )

 路面復旧工 Ｄ 基 礎 B ＝ 53  m3  ( 52.9 )
基礎B(購入土)＝ 59  m3  ( 58.7 )

 埋   戻 埋 戻 C ＝ 226  m3  ( 226.0 )
    (購入土) Ｃ 埋戻C(購入土)＝ 251  m3  ( 250.9 )
管頂+10cm

基礎 　　○ (購入土) Ｂ
  購入土 Ａ

既 設 舗 装 ＝ 11  m3  ( 10.8 ,  舗装厚＝ 0.05 )
発生土(仮置場)＝ 360  m3  ( 359.8 )

発生土(処分地)＝ 360  m3  ( 359.8 )
硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管

φ 150 mm 基 礎 A ＝ 掘削幅×深(A)×区間延長
基礎A(購入土)＝ 掘削幅×深(A)×区間延長×1.26
基 礎 B ＝ (掘削幅×深(B)－管断面積0.0214)×区間延長
基礎B(購入土)＝ (掘削幅×深(B)－管断面積0.0214)×区間延長×1.11
埋 戻 C ＝ 掘削幅×深(C)×区間延長
埋戻C(購入土)＝ 掘削幅×深(C)×区間延長×1.11
既 設 舗 装 ＝ 掘削幅×区間延長×舗装厚
発生土(仮置場)＝ 掘削－既設舗装

発生土(処分地)＝ 発生土(仮置場)

   矢板工延長集計表 支保工延長集計表

 矢板種類   長さ    延  長 掘削幅     1 段 2 段

軽量鋼矢板        1.05ｍ 206.00 ｍ
 

〃  1.5ｍ       1.25ｍ  
 

〃  2.0ｍ 206.00 ｍ      1.35ｍ  

〃  2.5ｍ  

〃  3.0ｍ  

〃  3.5ｍ  

〃  4.0ｍ  

   掘削深延長集計表

 掘削種類   深さ    延  長

　　掘削深さ   

〃  1.5ｍ 8.00 ｍ

〃  2.0ｍ 198.00 ｍ

〃  2.5ｍ  

〃  3.0ｍ  

〃  3.5ｍ  

〃  3.8ｍ  
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管   渠   布   設   工   土   量   計   算   表
市道Ａ断面 BH0.2㎥級

  管 渠 番 号 管  径 区間距離 下流側掘削深 上流側掘削深 平均掘削深 掘削幅 掘削土量 矢板種類 矢板長 支保工 掘削深
(ｍｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (m3) (ｍ) (段) (ｍ以下)

140
 NO. 141-1 ～ 140-6 150 8.00 1.79 1.66 1.725 1.05 14.5 軽量鋼矢板 2.0 1 2.0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計 150 8.00 14.5

平均掘削深＝掘削土量計÷(区間距離計×平均掘削幅)　＝ 1.73 ｍ
平均掘削幅＝区間距離による掘削幅の加重平均　　　　＝ 1.05 ｍ
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埋戻標準断面図 市道Ａ断面 埋 戻 方 法

投  入  敷  均 締  固 適  用 深(ｍ)
○ 150 ｍｍ 硬質塩化 A ﾊﾞｯｸﾎｰ 人  力 タンパ 購入土 0.100
管布設工 ﾋﾞﾆｰﾙ管 B ﾊﾞｯｸﾎｰ 人  力 タンパ 購入土 0.265

C ﾊﾞｯｸﾎｰ 人  力 タンパ 購入土 1.015
区間距離 8.00 ｍ D    路面復旧工 0.350

計 1.730
平均掘削幅 1.05 ｍ

掘削(機械)＝ 15  m3  ( 14.5 )

平均深 1.73 ｍ 基礎    A ＝ 1  m3  ( 0.8 )
基礎A(購入土)＝ 1  m3  ( 0.9 )

 路面復旧工 Ｄ 基 礎 B ＝ 2  m3  ( 2.1 )
基礎B(購入土)＝ 2  m3  ( 2.3 )

 埋   戻 埋 戻 C ＝ 9  m3  ( 8.5 )
    (購入土) Ｃ 埋戻C(購入土)＝ 10  m3  ( 9.5 )
管頂+10cm

基礎 　　○ (購入土) Ｂ
  購入土 Ａ

既 設 舗 装 ＝ 1  m3  ( 1.3 ,  舗装厚＝ 0.15 )
発生土(仮置場)＝ 13  m3  ( 13.2 )

発生土(処分地)＝ 13  m3  ( 13.2 )
硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管

φ 150 mm 基 礎 A ＝ 掘削幅×深(A)×区間延長
基礎A(購入土)＝ 掘削幅×深(A)×区間延長×1.26
基 礎 B ＝ (掘削幅×深(B)－管断面積0.0214)×区間延長
基礎B(購入土)＝ (掘削幅×深(B)－管断面積0.0214)×区間延長×1.11
埋 戻 C ＝ 掘削幅×深(C)×区間延長
埋戻C(購入土)＝ 掘削幅×深(C)×区間延長×1.11
既 設 舗 装 ＝ 掘削幅×区間延長×舗装厚
発生土(仮置場)＝ 掘削－既設舗装

発生土(処分地)＝ 発生土(仮置場)

   矢板工延長集計表 支保工延長集計表

 矢板種類   長さ    延  長 掘削幅     1 段 2 段

軽量鋼矢板        1.05ｍ 8.00 ｍ
 

〃  1.5ｍ       1.25ｍ  
 

〃  2.0ｍ 8.00 ｍ      1.35ｍ  

〃  2.5ｍ  

〃  3.0ｍ  

〃  3.5ｍ  

〃  4.0ｍ  

   掘削深延長集計表

 掘削種類   深さ    延  長

　　掘削深さ   

〃  1.5ｍ  

〃  2.0ｍ 8.00 ｍ

〃  2.5ｍ  

〃  3.0ｍ  

〃  3.5ｍ  

〃  3.8ｍ  
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管径φ 150 mm 0.2㎥級BH

延長 214.000 m 軽量鋼矢板

平均掘削深 1.71 m　　

土工数量

掘削 385.100 m3

埋戻 311.900 m3

30mあたり

掘削 53.986 m3

埋戻 43.724 m3

掘削深 2.0 m以下

掘削幅 1.05 m

掘削ﾊﾞｹｯﾄｻｲｽﾞ 0.28 m3

埋戻ﾊﾞｹｯﾄｻｲｽﾞ 0.28 m3

土工集計表より

延長 214.000 m

掘削 385.100 m3

埋戻 311.900 m3

* 不稼動係数は県版に準拠し1.8とする。
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 管          径 φ150mm 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 JSWAS K-1

 区  間  延  長 214.00 ｍ
 管 布 設 延 長 210.10 ｍ   (区間延長－ﾏﾝﾎｰﾙ控除延長)
 管  材  延  長 210.10 ｍ   (管布設延長－継手延長)
埋設表示シート布設延長 210.10 ｍ

マンホール控除延長

箇所数  半径(m) 控除延長(m)
7 0.45 3.15

5 0.15 0.75

12 3.90

マンホール継手数量
接続先 数  量 有効長(m) 控除延長(m)

本　管 7

取付管

7

φ150mm可とう継手

φ150mm可とう継手

 管布設延長及び管材計算表

規　　格

項　　　目
ﾏﾝﾎｰﾙ控除(１号)

ﾏﾝﾎｰﾙ控除(特１号)
ﾏﾝﾎｰﾙ控除(小型号)

合       計

合       計
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　工　　　　種 　　種　　　　　　　　目 　細　　　目 　　　　単位作業量 摘　　　　　要

掘削深　H=2m以下 時間 m m 日 　　　m／日 m 積算基準
矢板設置 掘削幅　1.05m 11.6 ／ 100 100 ／ 1.84 ＝ 54.35 30.00 0.92 下水道A-1-29

バックホウ　0.28m3級 6.3ｈ/日 0.55 建設機械損料表5-12
 m3 日 　　m３／日 m３ 積算基準

掘削 バックホウ　0.28m3級 59 ／ 1 59.00 53.99 下水道A-1-4
0.92 1.10 1.98 1.98

日 m m 日 　　　m／日 m 積算基準
支保工設置 １段 0.6 ／ 100 100 ／ 0.6 ＝ 166.67 30.00 0.18 下水道A-1-38,39

0.18 世話役日数
日 m m 日 　　　m／日 m 切梁＋腹起し

支保工設置 2段 1.2 ／ 100 100 ／ 1.2 ＝ 83.33 0.00
0.00

人 m m 日 　　　m／日 m 下水道設計積算要領
管布設 φ150ｍｍ 0.21 ／ 10 10 ／ 0.21 ＝ 47.62 30.00 0.63 管路施設（開削工法編）

0.63 0.63 1.13 1.13 P.334
世話役日数

 m3 日 　　m３／日 m３ 積算基準
埋戻 バックホウ　0.28m3級  36 ／ 1 36.00 43.72 1.21 下水道A-1-8

1.21 県版1-168

1.21 2.18 2.18

建込　H=2m以下 日 m m 日 　　　m／日 m 積算基準
矢板撤去 ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ4.9吊り 1.00 ／ 100 100 ／ 1.00 ＝ 100.00 30.00 0.30 0.54 0.54 下水道A-1-29

0.30

（実日数×1.8）
全作業量日当り 作業量 実日数 供用日数

φ150　日進量 硬質塩化ビニル管 0.2㎥級バックホウ
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※90m(3スパン)ごとに1箇所人孔を設置するものと想定する。

管径 掘削関連 管布設 埋戻関連 土留撤去 施工延長 スパン数 人孔設置 施工日数〔日〕 日進量〔m/日〕 BH規格〔m3級〕 掘削幅〔ｍ〕

a b c d e f g h : (a+c)*f+ｇ+d/2 e/h

150 1.98 1.13 2.18 0.54 90 3 0.61 13.36 6.7 0.28m3級 1.05

○日進量の算定
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    仮設損料,修理費及び損耗費数量計算書

   管        径     φ150 mm

  軽量鋼矢板Ⅱ型   0.0472 t/㎡

   日   進   量       6.7 m/日

※ 枠内の持込重量は、別途計上済のため仮設資材運搬から除く

また、加算日数は計上しない

矢板長 補正率

L=1.5m ｍ ｍ ｔ 日 日 日 t･日 ｔ

L=2.0m 214.00 ｍ 30.00 ｍ 5.664 ｔ 31.94 日 9 日 41 日 232.2 t･日 4.1 23.22 ｔ

L=2.5m ｍ ｍ ｔ 日 日 日 t･日 ｔ

L=3.0m ｍ ｍ ｔ 日 日 日 t･日 ｔ

L=3.5m ｍ ｍ ｔ 日 日 日 t･日 ｔ

L=4.0m ｍ ｍ ｔ 日 日 日 t･日 ｔ

 合  計 214.00 ｍ 5.664 ｔ 232.2 t･日 23.22 ｔ

 持 込 延 長  : 施工延長が30m以上のとき30m,30m以下のときは施工延長

 持 込 重 量  : 持込延長×単位面積重量(0.0472t/㎡)×矢板長×2(両側)

 施 工 日 数  : 施工延長÷日進量(6.7m/日)

 加 算 日 数  : 搬入,搬出時に必要な日数として9日(5日＋4日)を加える｡

               ただし､一工事では矢板長ごとに1回だけ加算するものとする｡

 損 料 日 数  : 施工日数＋加算日数(四捨五入)

 損料計上数量 : 持込重量×損料日数

 修理・損耗費

    補 正 率  : 一工事につき1を計上し､転用1回ごとに0.5を加える｡

    計上数量  : 持込重量×補正率

計上数量施工延長 持込延長

0.2㎥級バックホウ

持込重量 施工日数 日 数 日 数 計上数量

加 算 損 料 損    料 修理・損耗費
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軽量金属支保工賃料計算書

日進量 6.7 m/日

 支保工1段 214.00 ｍ 30.00 ｍ 15 本 6.7 m/日 32 日
 支保工2段 0.00 ｍ 0.00 ｍ 0 本 6.7 m/日 日

 持込本数 15 本

・持込本数（1段）＝持込延長／4×2

・持込本数（2段）＝持込延長／4×2×2

支保工1段賃料

アルミ腹起こし　110～120×120～130×4000 15 本 × 32 日 ＝ 480 本・日

アルミ水圧サポート　調整長590～900 15 本 × 32 日 ＝ 480 本・日

水圧手動ポンプ　タンク水量15～19㍑ 1 台 × 32 日 ＝ 32 台・日

支保工2段賃料

アルミ腹起こし　110～120×120～130×4000 0 本 × ＝ 本・日

アルミ水圧サポート　調整長590～900 0 本 × ＝ 本・日

水圧手動ポンプ　タンク水量15～19㍑ 0 台 × ＝ 台・日

支保工基本料（持ち込み数量）

アルミ腹起こし　110～120×120～130×4000 15 本

アルミ水圧サポート　調整長590～900 15 本

水圧手動ポンプ　タンク水量15～19㍑ 1 台

0.2㎥級バックホウ

賃　　料
施工延長 持込延長 持込本数 日進量 計上数量
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普通水替工 集計表

0.2

150     計

  区 間 距 離  (ｍ) 214.00 214.00 ｍ

計算値 17.686      17.69

計上値 18 日

 ･水替日数 日数＝Σ{区間距離(m)÷日当たり進捗(m/日)}

管径・使用BH別 BH0.2 φ150 6.7 ×1.8＝ 12.1
日当たり進捗

水替日数(日)

使 用 BH 規 格

管 径
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組立式マンホール(1号人孔) 材 料 集 計 表

管番号 ﾏﾝﾎｰﾙ深 流入管 合流管 砕  石 ｲﾝﾊﾞｰﾄ ｲﾝﾊﾞｰﾄ
(㎜) 基礎工 ｺﾝｸﾘｰﾄ 上  塗 躯体   直壁 斜壁 φ φ φ φ φ φ φ φ

ﾏﾝﾎｰﾙ№ H 流出管 ﾓﾙﾀﾙ工 底版 60 90 120 150 180 60 120 150 180 30 45 60 T-14 T-25 10 15 調整 100 150 200 250 300 400 450 500
(ｍ) (㎜) (㎜) (m3) (m3) (m2) cm cm cm cm cm cm cm cm cm cm cm cm cm cm ﾓﾙﾀﾙ mm mm mm mm mm mm mm mm

既設 150
141-1 200 0.160 0.740                1

150 20mm

140-6 1.56 150 0.230 0.150 0.710 1 1 1 1 3 1 1 1 1
150 40mm

140-4 1.58 150 0.230 0.150 0.710 1 1 1 1 3 1 1 1 1
150 40mm

140-2 1.68 150 0.230 0.150 0.710 1 1 1 1 3 2 1 1

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

人孔深さ
 3m以下 3 ｹ所
 3m～4m ｹ所
 4m～5m ｹ所
 5m～6m ｹ所

0.690 0.610 2.870
    m3     m3     m2    ｹ     ｹ    ｹ          ｹ    ｹ      ｹ    ｹ    ｹ    ｹ  ｹ所   ｹ所       

計 4 ｹ所 0.69 0.61 2.87 3  2 1       1 2   3 9 4 2 3  4       
調整ﾓﾙﾀﾙ25mm以下 1 箇所

調整無収縮モルタル　25kg/袋あたり嵩上げ高さ50mm ÷ 50 mm = 2 袋 調整ﾓﾙﾀﾙ50mm以下 2 箇所

 削 孔 加 工

100mm

 ブ ロ ッ ク
人孔蓋

数     量

上  部  工
ﾎﾞﾙﾄ
ﾅｯﾄ
部材

調整リング
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 副  管  数  量  集  計  表  

人孔№ 管 番 号 管 径 管底高 副管径 副管高 種  別 材料長

mm ｍ mm ｍ ｍ 枚

上流側 140 150 -0.681 150 飛散防止板A: 1

NO,141-1 下流側 141 200 -3.690 150 2.98 内副管 3.18 飛散防止板B: 6

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

上流側

下流側

副 管 数 量 表 （箇所） 飛 散 防 止 板 数 量 表

副管径 1.00m未満 1.50m未満 2.00m未満 2.50m未満 2.50m以上 枚数

100～300 1.00

350

400 1

450 6

500

飛散防止板A(点検口付)

飛散防止板B

管径

100

100

150・200

150・200

250

250

300

300

種別

飛散防止板A(点検口付)

飛散防止板B

飛散防止板A(点検口付)

飛散防止板B

飛散防止板A(点検口付)

飛散防止板B

飛散防止板枚数
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管番号 ﾏﾝﾎｰﾙ深
製品高

ﾏﾝﾎｰﾙ№ H 流入用 流出用 RC-40 H=70 H=370 H=670 H=100 H=150 H=300 H=400 H=500 H=600 H=900 H=200 H=50 T-14 T-25
　(ｍ) (ｍ) m3 mm mm(両穴) mm(片穴) mm mm mm mm mm mm mm mm mm

140 　
140-5 1.44 1.57 1 1 0.05 1 1 1 1 4 1 3

　
140-3 1.70 1.82 1 1 0.05 1 1 1 1 1 1 4 1 3

　
140-1 1.26 1.37 1 1 0.05 1 1 1 1 4 1 3

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

　
                 

数量

2
1

ｹ所    ｹ    ｹ    ｹ    ｹ      ｹ    ｹ    ｹ     ｹ     ｹ    ｹ     ｹ    ｹ
3 3 3 3 3   1 1 2  1  3 12  3 9

小型マンホール材料集計表

アダプタセット
φ150

管取付壁
底版

φ150
ます
基礎

ﾎﾞﾙﾄ
ﾅｯﾄ
部材

調整
リング

人孔蓋直壁 上部壁

人孔深さ
 1.00m以下
 1.50m以下
 2.00m以下
 2.50m以下

計
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 汚水桝及び取付管集計表 (硬質塩化ビニール管) 市道Ｃ断面
BH0.2

管番号 BH規格 道 路 側溝等 1箇所 取付管 管明示 ｺﾝｸﾘ桝

 人 孔 区 間 幅 員 あたり 総延長 シート 接続工

    本管径 (㎥級)   No.   No. (m) (m) 100mm 150mm 100mm 150mm (m) (m) 塩ビ蓋 鉄蓋 塩ビ蓋 鉄蓋  500型  上置 (m) (箇所) 100mm 150mm

140

150

140

150

140

150

140

150

140

150

4 1 15.05 2 3 10.13 1

4 1 15.1 2 3 10.1 1

取付管布設および支管取付工数量集計表

管径 有 無 (m3/m) (m3)

100mm 1.10 100mm

125mm 125mm

150mm 1 1 0.85 2.54 150mm

200mm 200mm

100mm 4 4 1.10 13.27 100mm

125mm 125mm

150mm 0.85 150mm

200mm 200mm

市道Ｃ断面 取付管 100mm 購入土 ） 1mあたり

単位 数量

m3 1.15

m3 0.84

m3 0.93

m3 1.10

市道Ｃ断面 取付管 150mm 購入土 ） 1mあたり

単位 数量

m3 0.90

m3 0.58

m3 0.64

m3 0.85

可とう性支管有 支管無(人孔接続)

取付管設置数(箇所)

1

900 埋戻し

埋戻し必要土量

残土運搬

取付管土工（

工　種 算　式 備　考

1,000
800

掘　削 (1.00+0.80)/2×1 (本管土被り＋汚水桝)／2×1m

埋戻し 0.90-(0.165^2×3.14/4×1)-(1×0.30×1) 掘削土量－取付管－市道Ｃ断面

埋戻し必要土量 (0.90-(0.165^2×3.14/4×1)-(1×0.30×1))×1.11 (掘削土量－取付管－市道Ｃ断面)*1.11

残土運搬 0.90-0.05 掘削土量－舗装厚

備　考

(本管土被り＋汚水桝)／2×1m(1.40+0.90)/2×1

5箇所未満

5箇所未満

施工規模の補正

設計数量

5箇所未満

工　種

掘　削

購入土 市道Ｃ断面

6.080.2 140-3

1

0.2 140-6 3.03

0.2 140-2 140-1 4.98 0.97 2.99 2.99 1

2.041

140-4 5.06 0.99 3.030.2

0.2 140-4 140-3 5.06

140-5

設計値

計算値

合計

0.99 1

140-2 5.02 0.97 3 3.01

3.03 3.03

9.03

汚水桝設置数･種別

140-5 5.06 0.99

200型 300型  特定汚水桝

1 2

Co接続補正

0.1m3級
ﾊﾞｯｸﾎｳ

0.2m3級
ﾊﾞｯｸﾎｳ

取付管土工（

1,400

合計(m3)

15.81

残土処分量

可

と

う

性

支

管

無

可

と

う

性

支

管

有

(m)

2.99

算　式

規格・仕様
(m)

2.99

3.0212.06

箇所数
平均長延長計

3m未満

3m以上5m未満

掘削土量－取付管－市道Ｃ断面

(掘削土量－取付管－市道Ｃ断面)*1.11

掘削土量－舗装厚

1.15-(0.114^2×3.14/4×1)-(1×0.30×1)

(1.15-(0.114^2×3.14/4×1)-(1×0.30×1))×1.11

1.15-0.05

3.0

12.1

5箇所未満

MH・HP接続

(箇所)

取付管長
の補正

2.01

取付管土工延長
(m)

汚

水

桝

本管

汚

水

桝

本管
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 汚水桝及び取付管集計表 (硬質塩化ビニール管) 市道Ａ断面
BH0.2

管番号 BH規格 道 路 側溝等 1箇所 取付管 管明示 ｺﾝｸﾘ桝

 人 孔 区 間 幅 員 あたり 総延長 シート 接続工

    本管径 (㎥級)   No.   No. (m) (m) 100mm 150mm 100mm 150mm (m) (m) 塩ビ蓋 鉄蓋 塩ビ蓋 鉄蓋  500型  上置 (m) (箇所) 100mm 150mm

140

150

取付管布設および支管取付工数量集計表

管径 有 無 (m3/m) (m3)

100mm 0.15 100mm

125mm 125mm

150mm 0.16 150mm

200mm 200mm

100mm 0.15 100mm

125mm 125mm

150mm 0.16 150mm

200mm 200mm

市道Ａ断面 取付管 100mm 転用土 ） 1mあたり

単位 数量

m3 0.90

m3 0.54

m3 0.60

m3 0.15

市道Ａ断面 取付管 150mm 転用土 ） 1mあたり

単位 数量

m3 0.90

m3 0.53

m3 0.59

m3 0.16

取付管設置数(箇所) 汚水桝設置数･種別 MH・HP接続

可とう性支管有 支管無(人孔接続) 200型 300型  特定汚水桝 (箇所)

0.2 141-1 140-6 5.06 0.99 3.03

合計

計算値

設計値

設計数量 購入土 市道Ａ断面

可

と

う

性

支

管

有

3.02

Co接続補正 残土処分量

可

と

う

性

支

管

無

(m) (m) 合計(m3)

規格・仕様 延長計
箇所数

平均長
施工規模の補正

取付管長
の補正

2.99

0.1m3級
ﾊﾞｯｸﾎｳ

取付管土工（

工　種 算　式 備　考

1,000
800

掘　削 (1.00+0.80)/2×1 (本管土被り＋汚水桝)／2×1m

埋戻し

取付管土工（

工　種 算　式 備　考

0.90-(0.114^2×3.14/4×1)-(1×0.35×1) 掘削土量－取付管－市道Ａ断面

埋戻し必要土量 (0.90-(0.114^2×3.14/4×1)-(1×0.35×1))×1.11 (掘削土量－取付管－市道Ａ断面)*1.11

残土運搬 0.90-0.15-0.60 掘削土量－舗装厚－埋戻し必要土量

1,000
800

掘　削 (1.00+0.80)/2×1 (本管土被り＋汚水桝)／2×1m

埋戻し 0.90-(0.165^2×3.14/4×1)-(1×0.35×1) 掘削土量－取付管－市道Ａ断面

埋戻し必要土量 (0.90-(0.165^2×3.14/4×1)-(1×0.35×1))×1.11 (掘削土量－取付管－市道Ａ断面)*1.11

残土運搬 0.90-0.15-0.59 掘削土量－舗装厚－埋戻し必要土量

5箇所未満 5箇所未満

取付管土工延長
(m)

0.2m3級
ﾊﾞｯｸﾎｳ

汚

水

桝

本管

汚

水

桝

本管
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 BH0.2 市道Ｃ断面

   カッター

 　　表　　　層　　　工

本 管  舗装 　取　付　管　本　数  補充材  補充材

管番号 区　　　　間 径 延  長   幅員 C-25     なし

    本  管   取付管    本  管 取付管  取付管   t= 3cm

  (mm)      (m)     (m) 雨水 汚水 計 員数 延　長 延　長 箇所数 延長 幅 面　積 面　積 幅 面　積 面　積 面　積 面　積 幅 面　積 幅 面　積 幅 面　積

4.01

小      計 416.01 14.98 1 4.01 216.30 7.49 216.30 7.49 612.15 223.79 835.94

合      計 206.00 5 430.99 4.01 223.79 223.79 612.15 223.79

設 計 数 量 5 430 4 224 224 612 224

     ※ 本管路盤復旧面積＝区間延長×本管復旧幅

取付管路盤復旧面積＝（舗装幅員－本管復旧幅）×1／２×取付管本数×1.0m

舗 装 復 旧 数 量 表

t=15cm以下

140 200.00 9.00

～

～

140 140-2 ～ 140-1 150 8.00 4.01 1 22.20

2

1.05 105.00105.00 4.50 1.05

1.00 2 80.00 3.02 1.05 42.00

1.05 29.40 1.05

1.05

1.05 8.40

B＜1.4ｍ 1.4m≦B≦3.0m 3.0m＜B

835.94

836

⑤密粒度AS(新20FH)

t= 5cm

表　　　層　　　工

本　復　旧　工

119.29

122.10

4.07

2

本　復　旧　時

成型目地工

5mm厚

路盤工

再生40mmｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

不陸整正

t=26cm(2層仕上げ) t= 4cm

本　管

仮　復　旧　工

⑧ 密粒度ｱｽｺﾝ(13)

1.05 31.5030.00 4.07140 140-6 ～ 140-5 150

42.00 1.51

4.05 3 3.00 2

162.80

56.00140 140-5 ～ 140-4 150 28.00 4.07 29.40 4.07 113.96

140

～ 140-2 150 100.00 4.05

4.0760.00 90.60 31.501.05 31.50

29.40 84.56

1.51

109.504.50 295.50 405.00

140-4 ～ 140-3 150 40.00 4.07 1 43.51

1.00 2 16.00 2.96 1 4.01 1.05 8.40 1.48 32.08

140-3

4.01

～

9.88

～

1.48

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～
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 BH0.2 市道Ａ断面

   カッター

 　　表　　　層　　　工

本 管  舗装 　取　付　管　本　数  補充材  補充材

管番号 区　　　　間 径 延  長   幅員 C-25     なし

    本  管   取付管    本  管 取付管  取付管   t= 3cm

  (mm)      (m)     (m) 雨水 汚水 計 員数 延　長 延　長 箇所数 延長 幅 面　積 面　積 幅 面　積 面　積 面　積 面　積 幅 面　積 幅 面　積 幅 面　積

4.07

小      計 20.07 1 4.07 8.40 8.40 24.16 8.40 32.56

合      計 8.00 20.07 4.07 8.40 8.40 24.16 8.40

設 計 数 量 20 4 8 8 24 8

     ※ 本管路盤復旧面積＝区間延長×本管復旧幅

取付管路盤復旧面積＝（舗装幅員－本管復旧幅）×1／２×取付管本数×1.0m

33

32.56

4.07 32.56

3.0m＜B

本　復　旧　工

表　　　層　　　工

⑤密粒AS(新20FH)＋②粗粒AS(20)＋瀝青安定処理

t= 15cm

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

8.00 4.07 1.05 8.402 16.00 1 4.07 1.05 8.40

本　復　旧　時

再生40mmｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

5mm厚 t=31cm(2層仕上げ) t= 4cm

舗 装 復 旧 数 量 表

成型目地工 仮　復　旧　工

路盤工 不陸整正

⑧ 密粒度ｱｽｺﾝ(13)

t=15cm以下

本　管 B＜1.4ｍ 1.4m≦B≦3.0m

～

140 141-1 ～ 140-6 150 24.16 8.40
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種   別 規  格 施工数 所要材料長 施工延長(Xi) 設計数量 備   考

箇所 ｍ/箇所 ｍ ｍ

W=15cm

実   線 W=20cm

白 W=30cm

W=45cm 横断歩道

W=15cm

破   線 W=20cm

W=30cm

W=45cm

W=15cm

W=20cm

ゼ ブ ラ W=30cm 1 2.50 2.50 3 停止線

W=45cm 停止線

◇

▽

矢 印 

  記 号

W=15 1 4.10 4.10 4 止

W=15 1 4.70 4.70 5 ま

W=15 1 4.60 4.60 5 れ

W=15

文   字

13.40 13

18.40

 区  画  線  設  置  数  量  表 (ｍ)

矢印・記号・文字施工延長計

本工事施工延長 (実線15cm換算)

ストップマーク
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産 業 廃 棄 物 計 算 表

※ ←セルは別途計上済であるため合計数量から控除

    アスファルト舗装
  種     別
市道Ｃ断面本舗装 430.99 m 835.94 ㎡ 5.00 cm 41.8 m3 2.35 t/m3 98.2 t
市道Ｃ断面仮舗装 223.79 ㎡ 4.00 cm 9.0 m3 2.35 t/m3 21.2 t
市道Ａ断面本舗装 20.07 m 32.56 ㎡ 15.00 cm 4.9 m3 2.35 t/m3 11.5 t
市道Ａ断面仮舗装 8.40 ㎡ 4.00 cm 0.3 m3 2.35 t/m3 0.7 t

市道C試掘 48.56 m 24.28 ㎡ 4.00 cm 1.0 m3 2.35 t/m3 2.4 t

合 計 数 量 451.06 m 868.5 m2 56.0 m3 134.0 t
設 　計 　値 450 m 869 m2 56 m3 134 t

太字斜体

処分重量 撤去面積  舗装厚  運搬体積  単位重量舗装版切断
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（区間延長(m)÷進捗(m/日))÷ 30 ＋ 1箇月

BH0.2   ÷ 6.7 m/日＝ 31.94
  ÷ m/日＝ 0.00
  ÷ m/日＝

  ÷ m/日＝
  ÷ m/日＝

31.94 ÷ 30 ＋ 1  箇月＝ 2.06

→ 3 箇月

1㎡当り借地料 ＝ × 0.06 × 借地月数 ÷ 12 箇月÷ 消費税

＝ × 0.06 × 3    ÷ 12 ÷ 1.10 ＝ 円/㎡

令和5年  公示価格  南-2  所在  新潟市南区七軒町103番1

役　　務　　費　　の　　算　　出

214.00

26,900

1㎡当り地価

366

開削工計
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 試 掘 工 数 量 表  (ｍ)
測  点 市道C 法定外・私道 市道B 市道A 歩道 砂利 測  点 市道C 法定外・私道 市道B 市道A 歩道 砂利

      (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)       (ｍ)

NO,140-6 4.07
NO,140-5 4.07
NO,140-4 4.07
NO,140-3 4.05
NO,140-2 4.01
NO,140-1 4.01

沈下棒箇所数
計 24.28 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 計 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※沈下棒土工は1箇所当り試掘1m分(1m2)として計上する。 合計 24.28 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
残土処分量：合計 4.4 m3

・市道C断面

仮復旧断面 既設断面 転用土埋戻 10m当り

4
0 単位 数量

㎡ 10.0
㎥ 4.2
㎥ 4.5
㎥ 1.7

875 ㎥ 4.5
機械 ㎥ 1.8

791 人力 ㎥ 0.5
㎥ 0.4
ｍ 20.0
㎡ 10.0
㎡ 10.0

残土処分量
24.28 ｍ　× 1.8㎥/10ｍ ÷　10 ＝ 4.4 ㎥

・法定外・私道断面

仮復旧断面 既設断面 転用土埋戻 10m当り

3
0 単位 数量

㎡ 10.0
㎥ 4.2
㎥ 4.5
㎥ 2.2

900 ㎥ 4.5
機械 ㎥ 1.3

791 人力 ㎥ 0.4
㎥ 0.3
ｍ 20.0
㎡ 10.0
㎡ 10.0

残土処分量
0.00 ｍ　× 1.3㎥/10ｍ ÷　10 ＝ 0.0 ㎥

8.7

6.2

8.7

6.7

5
0

2
5
0

4
0

2
0
0

算式工種
As撤去 1.0×10

機械掘削 ((1.000×0.250)+(0.875+0.791)×0.200/2)×10

人力掘削 (0.791+0.500)×0.700/2×10
機械埋戻 (0.875+0.791)×0.200/2×10
人力埋戻 (0.791+0.500)×0.700/2×10

工種 算式
As撤去 1.0×10

下層路盤工 1.0×10
仮復旧工 1.0×10

1.0×10

As運搬(仮舗装分) 1.0×0.03×10
Asカッター 10×2
下層路盤工 1.0×10

人力埋戻 (0.791+0.500)×0.700/2×10
残土運搬 (4.2+4.5)-(2.2+4.5)×1.11

As運搬(既設舗装分) 1.0×0.04×10

(0.900+0.791)×0.260/2×10

残土運搬 (4.2+4.5)-(1.7+4.5)×1.11
As運搬(既設舗装分) 1.0×0.05×10

Asカッター 10×2

機械掘削 ((1.000×0.200)+(0.900+0.791)×0.260/2)×10

人力掘削 (0.791+0.500)×0.700/2×10

As運搬(仮舗装分) 1.0×0.04×10

7
0
0

500

1000

機械埋戻

仮復旧工

1000

500

2
6
0

5
0
0

7
0
0

2
0
0

5
0
0 2
1
0

2
6
0

密粒度As(新20FH)
密粒度As(13)

RC-40

密粒度As(13F)
密粒度As(13)

RC-40
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　舗装切断時の濁水量の算定

濁水量の算定

舗装版種別 工　種 厚さ（ｔ）ｍ 延長（L)ｍ 合計 設計数量

Aｓ版 市道Ｃ断面 0.05 430.99 0.496

市道Ａ断面 0.15 20.07 0.069

市道C試掘 0.05 48.56 0.056

0.00

0.00

0.00

0.00

舗装版種別 工　種 厚さ（ｔ）ｍ 延長（L)ｍ

Aｓ版

舗装版種別 工　種 厚さ（ｔ）ｍ 延長（L)ｍ

Aｓ版

※設計単位は小数第１位未満四捨五入

Co版 ×0.065＝

Co版 ×0.065＝

発生濁水量（V)ｍ3

小計

Co版 ×0.065＝

0.6

×0.023＝

×0.023＝

×0.023＝

発生濁水量（V)ｍ3

小計 0.621

0.621

発生濁水量（V)ｍ3

小計
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             交    通    誘    導    員    の    算    出

 区分: 2 　昼間勤務(8:00～17:00)実働９時間(交替要員有) 公道

    工     種 布設延長等  日進量等 配置数補正 必要日数
BH0.2 150 mm管布設工 214.00 ｍ   ÷ 12.1 m/日    1.00  ＝ 17.69 日

mm管布設工 0.00 ｍ   ÷ 0.0 m/日    1.00  ＝ 日
mm管布設工 ｍ   ÷ m/日    1.00  ＝ 日
mm管布設工 ｍ   ÷ m/日    1.00  ＝ 日
mm管布設工 ｍ   ÷ m/日    1.00  ＝ 日
mm管布設工 ｍ   ÷ m/日    1.00  ＝ 日

 試掘工 6 箇所 × 0.6 日/箇所 1.00  ＝ 3.60 日
 人孔設置工(特1号) 0 箇所 × 0.2 日/箇所 1.00  ＝ 日
 人孔設置工(1号) 4 箇所 × 0.3 日/箇所 1.00  ＝ 1.20 日
 人孔設置工(2号) 箇所 × 0.5 日/箇所 1.00  ＝ 日
 人孔設置工(3号) 箇所 × 0.7 日/箇所 1.00  ＝ 日
 汚水桝設置工 5 箇所 × 0.3 日/箇所 1.00  ＝ 1.50 日
 舗装本復旧工（アスファルト） 868.50 ㎡   × 0.5 日/100m2 1.00  ＝ 4.34 日
 舗装仮復旧工（アスファルト） 232.19 ㎡   × 1.1 日/100m2 1.00  ＝ 2.55 日
 舗装仮復旧工（切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 0.00 ㎡   × 1.0 日/910m2 1.00  ＝ 日
 舗装仮復旧工（立坑部） ㎡   × 1.1 日/100m2 1.00  ＝ 日

  小    計 30.88 日

ＮＯ， 立坑 0 日 　  1.00  ＝ 0 日
ＮＯ， 立坑 0 日 　  1.00  ＝ 0 日
ＮＯ， 立坑 0 日 　  1.00  ＝ 0 日
ＮＯ， 立坑 0 日 　  1.00  ＝ 0 日
ＮＯ， 立坑 0 日 　  1.00  ＝ 0 日
ＮＯ， 立坑 0 日 　  1.00  ＝ 0 日

日 　  人  ＝ 日
  小    計 日

    交通誘導員の必要日数 30.88  日   ＋ 日 ＝ 30.9 日
半日単位で繰上げ → 31.0 日

    交通誘導員Bの配置人数 2.0  人
　　交代要員人数 2.0  人　 × 0.2 人 ＝ 0.4 人
　　1日当たりの必要人数 2.0  人　 ＋ 0.4 人 ＝ 2.4 人/日

0.5人単位で繰上げ → 2.5 人/日
    交通誘導員の必要人数 31.0  日   × 2.5 人 ＝ 77.5 人・日

0.5人単位で繰上げ → 77.5 人・日
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仮設資材運搬重量集計表
＜開削施工＞
　往　　路

L=1.5m L=2.0m L=2.5m L=3.0m L=3.5m

建込簡易土留
5.664

軽量鋼矢板

普通鋼矢板

支保工・支圧壁

覆工板受桁

覆工板桁受

　復　　路
立坑№ L=1.5m L=2.0m L=2.5m L=3.0m L=3.5m

建込簡易土留
5.664

軽量鋼矢板

普通鋼矢板

支保工・支圧壁

覆工板受桁

覆工板桁受

資材名 往路計 復路計

建込簡易土留 ｔ ｔ

軽量鋼矢板 5.664 ｔ 5.664 ｔ

普通鋼矢板 ｔ ｔ

支保工・支圧壁 ｔ ｔ

覆工板受桁 ｔ ｔ

覆工板桁受 ｔ ｔ

計 5.664 ｔ 5.664 ｔ

＜ケーシング立坑・沈設立坑＞
　往　　路
立坑№
ｹｰｼﾝｸﾞ径

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ

沈設ｽﾃｰｼﾞ

円形覆工板

　復　　路
立坑№
ｹｰｼﾝｸﾞ径

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ

沈設ｽﾃｰｼﾞ

円形覆工板

　（往路計） 　　　　ｔ
資材名 往路計 復路計 5.664 　＋ 　＝ 5.664

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ ｔ ｔ 　（復路計） 　　　　ｔ
5.664 　＋ 　＝ 5.664

沈設ｽﾃｰｼﾞ ｔ ｔ
　合　計 11.328

円形覆工板 ｔ ｔ

計 ｔ ｔ
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家  屋  調  査

単位 備 考

式

A B C

             70㎡未満 軒 2

    70 ～   130㎡未満 軒 2

   130 ～   200㎡未満 軒 5

   200 ～   300㎡未満 軒 2

   300 ～   450㎡未満 軒 4

   450 ～   600㎡未満 軒 1

   600 ～  1000㎡未満 軒
           1000㎡以上 軒

ｲ ﾛ ﾊ

            200㎡未満 軒

   200 ～   400㎡未満 軒

   400 ～   600㎡未満 軒

   600 ～ 1,000㎡未満 軒

 1,000 ～ 1,500㎡未満 軒

 1,500 ～ 2,000㎡未満 軒

 2,000 ～ 3,000㎡未満 軒

 3,000 ～ 4,000㎡未満 軒

 4,000 ～ 5,000㎡未満 軒

 5,000 ～ 7,000㎡未満 軒

 7,000 ～10,000㎡未満 軒

10,000 ～15,000㎡未満 軒
         15,000㎡以上 軒

            100㎡未満 軒

   100 ～   500㎡未満 軒
            500㎡以上 軒

軒

※図面より算出

沈   下   棒

単位 数量

      φ 50mm 件

      φ 80mm 件

      φ100mm 件

      φ150mm 件

      φ200mm 件

      φ250mm 件

      φ300mm 件
      φ400mm 件

件 0  合    計

家 屋 調 査 及び 沈 下 棒  数 量 表

  合    計

    区       分   

沈

下

棒

設

置

工
作
物

調
査
面
積

    区       分   

打合せ協議・現地踏査

木

造

建

物

区分

数量

1

非

木

造

建

物

区分

16

備 考
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